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 質 問 者  鈴 木 公 義   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

東日本大震災から10年が過ぎ、公共施設の復旧が

ほぼ終了しました。それに伴い、町有地の空き地を

はじめとして、公園などが多くなり、震災前に比べ

町で管理する量が増大していると考えています。 

特に、運動公園、海岸広場等の施設の管理体制の

構築が必要と考えます。 

そこで以下について伺います。 

（１）清水地区の女川スタジアムをはじめとする 

体育施設の維持管理について。 

（２）マッシュパークをはじめとする海岸広場の 

維持管理について。 

（３）ゆぽっぽ、女川駅舎中央の２階外部展望 

スペースのフェンスの錆対策について。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

１ 公共施設の維持管理

について 
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 質 問 者  鈴 木 公 義   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

福島第一原発事故で発生した処理水をおよそ２

年後をめどに海洋放出する政府決定に対し、漁業

者の間でも風評被害への不安が高まってきていま

す。すでに風評被害が発生しているという輸出業

者もいるとの報道もあります。風評被害による水

産の町女川が受ける影響は、少なくないものと考

えられます。安全と安心は別物であるという観念

のもとに、以下について伺います。 

（１）本町としての風評被害の防止に向けた対策

をどう考えますか。 

（２）風評被害が発生した場合の本町としての対

策について。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

２ フクシマ処理水の海洋

放出による風評被害に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 


